
 

 

 

 

共に食べる楽しさ（給食週間に思う） 
  校長  関根  祐一   
本日、令和７年度新入学説明会とみど

り学級入級説明会を開催いたしました。
時期を同じくして学校の梅も花がほころ
び始め、２０分休みのいきいきタイムに
は、比較的穏やかな日差しと澄んだ空気
の中で長縄跳びに取り組む子供たちの歓
声が広がっています。最も寒いとされる
大寒の内にも春に向かう息吹を感じてい
るところです。  

 
 
 
 
 
 
 
今週（１ /２７～３１）、本校では給食

週間の取組を展開してきました。学年ご
とにメッセージや手紙、作品制作に取り
組みました。給食時間の放送で取り組ん
だ内容を紹介し、作品を校内に展示、メ
ッセージや手紙は調理員の皆さんに届け
られます。学校中が食への思い・感謝の
温かさで一杯になっています。献立も期
間中には人気のメニューが並びました
（２月には６年生が考案してくれた献立
が給食に登場する予定です。詳しくは２
月の献立表と「きゅうしょく通信」に掲
載されています。是非ご覧ください）。  
今、多くの学級で子供たちは顔を向き

合わせ、会話を交えて給食の時間を過ご
しています。かつては日常的な光景でし
たが、長く続いたコロナ禍により、それ
は日常ではなくなりました。入学以来前
向き喫食の経験のみという児童も多く、
教職に就いて以来前向き喫食の指導経験
しかないという教員も増えている状況が
あった中で、コロナ禍前の喫食の形に戻
していくこととし取組を進めました（み
どり学級ではコロナ禍の前も前向きの喫
食で食事指導を行っています）。栄養教諭
と食育指導担当教諭が中心となって、考
えられる課題を洗い出し、試行期間を設
けるなど段階を踏んで丁寧に進めていく
ことで安全裏に喫食の方法を戻すことが
でき、今年度の給食週間を迎えました。  

給食時間の子供たちの満面の笑みに触
れ感じるのが標題の「共に食べる楽しさ」
です。“大切さ”と言ってもよいかもしれ
ません。前向き喫食に取り組むみどり学
級の給食時間には、目的・目標に沿って
協力して活動する中で共に食べる楽しさ
がありますし、向き合っての喫食を再開
した学年・学級の給食時間には、定期的
に変わる座席を基本にした偶然性を含ん
だグループの友達と、食事を介して学習
課題に限らない全く自由な話題で楽しく
交流する時間が戻りました。協力と交流
がある給食時間はクラスの友達を広げた
り、一層深く知り合えたりできる場とな
る学校生活の中でもとても貴重な時間で
あると思っています。  
ご家庭でも、学校の給食の時間に友達

とどのような楽しい交流があったのか、
それこそ食事の時間などに話題にしてい
ただけたらと思います。   
これからも沢山の支えによって美味し

く楽しく食事ができることに感謝して
“いただきます！”  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校教育目標   
「なぜだろう」  
「これでよいのか」 
「さあやるぞ」  

 所沢市立北小学校  学校だより     令和７年１月３１日  

 

 

 

 

給食時間の風景  春を予告する梅の花  

市教育委員会から「トコろん学力向上プロ
ジェクト事業」の研究委託を受け 1 月 28 日
（火）に研究発表会を開催しました。研究主
題は「想像を巡らせ、自ら考え表現できる児
童の育成～豊かな表現力を育むための読解力
の向上を目指す取り組み～」です。  
相手の気持ちを考え人とわかり合える、そ

の力をもって考えたことを  
表現しようとする（伝えた  
り実行したりする）姿勢を  
一層伸ばせるようにしたい  
という思いから、言葉や文  
章を正しく捉え想像的に読  
み深めたり論理的に読み取  
ったりする国語の学習の充  
実を取組の柱としたものです。  
学校では研究発表会を行わない年でも、主

題を決めて研究に取り組んでいます。子供た
ちの健やかな成長のために学校全体で一つの
研究に取り組んでいくことは、一人では叶わ
ない教職員同士の学び合いを可能にし、大き
な学校力となっていきます。同時に、一つの
目標に向かって教職員が学んでいる学校の空
気は、子供たちの学ぶ姿勢にも伝わるものと
思っています。  
 

２月もご協力をお願いいたします。  

 

授業研究発表会を開催しました  


